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研究分野

センサを用いた検出および電子制御に関すること 

キーワード

センサ（光、磁気、超音波等）、自動制御 

研究概要

①センサを用いた物体検出（障害物回避制御） 

②センサを用いたライントレース制御 

③磁気センサを用いた金属傷・疲労等の検出

研究シーズ、テーマの内容

(1)各種センサを用いた検出およびそれを用いた制御

センサを用いると周囲の様々な変化をキャッチすることができ、それを応用することで自動化が可能となりま

す。例えば、防犯用センサライトや街灯の自動点灯など、身近なところにもあります。いろいろなセンサを用

いた電子制御について研究しています。 

(2)磁気センサを用いた金属傷・疲労等の検出 

磁気は物体を透過する性質があり、特に金属においては、表面だけでなく内部や裏側の状態異常にも反応

します。金属構造物の傷、内部応力、疲労などの検出が可能な磁気センサの研究をしています。 

研究業績

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用分野)

・センサ技術応用 

・磁気特性、磁性材料応用

上記分野に関わらず、電気関係全般について、 

お気軽にご相談下さい。 

提供可能な設備機器

なし 

追突防止制御(ミニ四駆)
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所属学会・協会：日本航空宇宙学会 

研究分野 

１）航空機・宇宙機力学、２）マルチロータ無人航空機の飛行特性、誘導制御、３）人工衛星システム工学、

４）人工衛星の軌道力学、姿勢制御の研究

キーワード

飛行力学、システム工学、軌道力学、姿勢制御、ドローン、小型衛星

研究概要 

マルチロータ無人航空機の誘導制御

人工衛星システムのシステム設計、軌道制御、姿勢制御

研究シーズ、テーマの内容 

１． 空飛ぶクルマを目指した大型マルチロータ航空機の研究 

特に、実用に向けた飛行性能（空力特性、誘導制御、搭載能力、航続距離）の改善 

２． 人工衛星システム構築のプロセスの研究、要求分析からシステム機能性能の配分と最適化、プロジェクト

管理、技術管理の手順と手法の研究。 

３． 人工衛星の軌道制御における軌道上環境外乱（地球重力ポテンシャル、大気抵抗、太陽輻射圧力、他

の天体の引力）の影響の予測。特に、太陽活動が大気密度の変動に及ぼす影響の研究。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

「航空宇宙技術」論文（JSASS-D-19-00028）「太陽活動による大気密度の変化を考慮した小型衛星のデオー

ビットに関する考察」 

「第 58 回飛行機シンポジウム」「1A05 空飛ぶクルマに向けた大型ドローンの概念検討」 

「久留米工業大学研究報告」 No.43 2020 「小型衛星の姿勢制御シミュレータの開発（QSAT-EOS 軌道上デ

ータによる姿勢制御アルゴリズムの検証について）」 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

九州大学航空工学部門との共同研究 

１．小型衛星 QSAT-EOS の姿勢制御 

２．小型電動航空機の訓練装置のシステム設計 

３．極超音速空力加熱の研究 

開発設計においては、システム工学的思考の活用が

有効です。企業における大型システム開発の経験を

通じて得たノウハウに基づく助言が可能です。 

提供可能な設備機器 

特になし 


